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応札・応
募者数

委託研究「マダガスカルにおける稲作農家
の技術選択に関わる家計調査」

国立研究開発法人
国際農林水産業研究センター
理事長　小山　修
茨城県つくば市大わし1-1

令和3年8月10日
国立大学法人東京大学
東京都文京区本郷7-3-1
法人番号：5010005007398

委託する家計調査は、JICAによるSATREPS採択
課題「肥沃度センシング技術と養分欠乏耐性系
統の開発を結合したアフリカ稲作における養分利
用効率の飛躍的向上」で開発する施肥技術の導
入効果を定量的に評価検証するために実施する
ものであり、当該家計調査は、現地の社会経済
環境に関する幅広い知見と開発ミクロ実証経済
学に対する深い見識が必要である。国立大学法
人東京大学は調査の専門的な調査実施能力を
有し、当該プロジェクトにおいて参画研究機関とし
て再委託により継続的に調査を行ってきたもので
あり、調査の実施能力、研究の連続性を考慮す
ると、国立大学法人東京大学以外に当該調査研
究業務を実施出来る機関はない。
会計規程第38条第1項第1号

- 4,008,400 -

委託研究「生物的硝化抑制(BNI)能の異なる
ブラキアリア牧草を2年半栽培した後作のト
ウモロコシにおける土壌硝化の分析」（3～4
作目）

国立研究開発法人
国際農林水産業研究センター
理事長　小山　修
茨城県つくば市大わし1-1

令和3年8月12日

国際生物多様性センター及び国際
熱帯農業センター（CIAT）
イタリア共和国ローマ市サンドメニコ
通り1-00153

ブラキアリア牧草は南米で主に栽培されており、
研究成果の直接的な波及のためには、現地の国
際農業研究機関との連携が必要である。昨年
度、当該研究機関と契約を結んだところである
が、研究を進めていく上で、試験の継続性が必要
であることから、引き続き当該機関と契約する。な
お、国際農業研究協議グループ（CGIAR）参加の
研究機関であり、ブラキアリア牧草研究の中心的
拠点となっている。国際農研とも長年に渡り共同
研究を実施してきた実績があり、優れた研究成果
を出していることから、当該課題を達成する知見・
能力をもった機関は国際生物多様性センター及
び国際熱帯農業センター（CIAT）以外にはない。
会計規程第38条第1項第1号

- 2,198,625 -

公益法人の場合

備考

※公益法人の区分において、「公財」は、「公益財団法人」、「公社」は「公益社団法人」、「特財」は、「特例財団法人」、「特社」は「特例社団法人」をいう。

（注）必要があるときは、各欄の配置を著しく変更することなく所要の変更を加えることその他所要の調整を加えることができる。

公共調達の適正化について（平成18年8月25日付財計第2017号）に基づく随意契約に係る情報の公表（物品・役務等）
及び公益法人に対する支出の公表・点検の方針について（平成24年6月1日　行政改革実行本部決定）に基づく情報の公開

物品役務等の名称及び数量
契約担当者等の氏名並びにその
所属する部局の名称及び所在地

契約を締結した
日

契約の相手方の商号又は名称
及び住所

随意契約によることとした業務方法書又は
会計規定等の根拠規定及び理由

予定価格 契約金額 落札率
再就職
の役員
の数
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